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１．情報ビジネス学科の教育目標

情報ビジネス学科では、ビジネス社会が求めるコミュニケーション能力、IT 技術、ビジネス
マナー、職業意識、基礎学力を身につけた人材を育成することを教育目標にしています。あわ
せて資格取得の推進をめざしています。

２．情報ビジネス学科の学習成果

これらの教育目標を達成するためには、ビジネス実務全般にわたる基本的事項をしっかり理
解するとともに、ビジネス実務環境に即した応用能力を身につけることが大切です。
それにより社会及び企業における情報化に対応できるコンピュータ処理能力、情報活用能力、
情報伝達能力、コミュニケーション能力をもつことができます。情報ビジネス学科では、これ
らの実現のための教育を行います。

学習成果【１】情報リテラシーの修得
・情報の大切さを知る
・情報システム、機器の仕組みを理解し、それを活用する技能
・情報を収集、分析し問題解決に活用する能力

学習成果【２】コミュニケーション能力の修得
・顧客の要望や意図に沿い、効果的なプレゼンテーションを行う能力
・ビジネスや社会生活でのコミュニケーション能力

学習成果【３】ビジネス実務の修得
・ビジネスに必要な基礎知識を学ぶ
・情報能力や技術を活かし実務処理の能力を養う
・ビジネスマナーを身につける
・インターンシップを通し企業の実務を体験する

学習成果【４】豊かな教養と表現力の修得
・「見たり聞いたり試したり」、旅行、鑑賞などを通し人間性を豊かにする
・コンピュータを駆使し高品位なデザインを生み出せる
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３．情報ビジネス学科の卒業認定・学位授与方針 （ディプロマ・ポリシー）

情報ビジネス学科の教育研究上の目的に基づき、学修を通して以下に示す能力・技能等を身
につけ、学則に定める卒業に必要な条件を満たした者に対して卒業を認定し、「短期大学士（情
報ビジネス学）」の学位を授与します。

DP1．総合力：人間や文化について幅広い知識を身につけ、広い視野から理解する
ことができる思考力・判断力

DP2．問題発見・解決力：地域社会に関心を持ち、課題を見つけ出して解決に取り
組むことができる関心・意欲・態度

DP3．構想・構築力：新たな問題を言語化またはモデル化し、それに対する分析や
提案をおこない、論理的に説明する力

DP4．コミュニケーション力：ビジネスゴールの達成のために、多様な年齢層・立
場の相手と円滑にコミュニケーションする力

DP5．実践力：専門性を実践するために必要な知識・能力・技能

４．情報ビジネス学科学生の努力目標

2年という短い期間に目標を達成するためには集中した勉学が必要です。情報の考え方と処
理技術を身につければ、いろいろな面で優位に立ち、新しい世界と夢が開けます。さらに、一
般的教養、人格の錬磨、判断力、参加意識の向上と責任感を身につければ実社会で役立ちます。
そこで、目標を持って、毎日を真剣に取り組んでいこうという意志をもち、日々努力を続ける
ことが大切です。人生日々努力、継続は力なりです。

皆さんが学生として日々努力すべき目標を掲げます。

①話すこと、聞くこと、読むこと、書くことは大切です。つねに明快な自己表現ができる
ように努めましょう

②グローバルな視野に立ってものごとを考え、着実に行動するように努めましょう
③新聞、テレビなどを通して社会の動きを理解しましょう
④「見たり聞いたり試したり」見聞を広めることにより教養を身につけましょう
⑤健康管理に留意、身体的にも精神的にも健康で社会に対応できるよう努めましょう
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５．教育課程の編成・実施方針 （カリキュラム・ポリシー）

情報ビジネス学科は各学問分野の専門性において、卒業認定・学位授与に求められる能力や素
養を身につけるために、体系的教育編成を構築しています。

【卒業認定・学位授与に求められる体系的教育編成】
● すべての学生が根拠に基づく（エビデンスベース）思考力と総合力を身につけるために、充実し
た教養教育を編成します。

● 演習・ゼミナールや学生参画型対話型教育（アクティブラーニング）などの双方向型授業を主体
とし、フィールドワークも活用したプロジェクト型の教育を通して、問題発見・解決力、構想・
構築力・コミュニケーション力、実践力を培う専門教育を編成します。

● 教養教育と専門教育における学生の主体的学びを構築するために、学問分野・レベル・授業形態
などをカリキュラムマップ・カリキュラムツリー・ナンバリングなどによって体系化します。

● 学生の自学自修による体系的な学びを、学修ポートフォリオなどによって可視化します。

【３つに大別される科目およびプログラム】
①教養教育科目
● 広い視野に立ち、学士力の基礎となる基本的な教養（アカデミック・ツール）を提供します。
● 初年次教育によって、リテラシー（読む・書く・話す）および情報リテラシーを修得します。
● 生涯スポーツや国際理解を目的とした科目を開設します。

②専門教育科目
●情報ビジネス学科の専門教育科目は、「情報リテラシーの修得」「コミュニケーション能力の修得」
「ビジネス実務の修得」「地域課題の理解」「豊かな表現力の  修得」の５つの分野で編成してい
ます。 ●ビジネスの現場で即戦力として活躍できる資格検定の合格を目指す科目を提供します。
●専門性を高めるために、2年次にゼミナールを開設します。

③体験・実践型科目
● インターンシップ実習、地域連携プロジェクト、ボランティアなど、地域社会と関わって実践的
に学び、貢献する機会を提供します。

【成績評価の可視化（みえる化）】
● 教育課程レベル・科目レベルでの「学修成果の評価方針（アセスメント・ポリシー）」を踏まえ
て成績評価を行います。
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６．ビジネス社会での将来の進路を見据える専門領域

情報ビジネス学科では、学生一人ひとりの興味や関心、適性、学習意欲に即して、より専門
的、体系的に学習できるよう、カリキュラムを構成しています。
実社会で必要とされるヒューマンスキル、情報リテラシー、コミュニケーション能力、ビジ
ネスマナーの修得を基礎に、１年次より専門教育科目を選択し、応用力を身につけます。自身
の興味・関心や目指す職業、将来の夢につなげられるよう、実践的な科目を設定しています。 
１年次から専門教育科目の履修を行います。自由に履修することが可能ですが、各自よく考
えて履修登録をしてください。履修登録の詳細に関しては別途オリエンテーション時に解説し
ます。

７．「基礎的資格」と、より高度な知識・技能の修得に向けて

学んだ知識・技能が社会で認められ、また、学生一人ひとりの努力目標となるよう、履修課
程に沿って、全国大学実務教育協会が認定する、以下の各資格が取得できます。

・ビジネス実務士(N)
・ 情報処理士(N)

社会の情報化、企業業務のコンピュータ化・ネットワーク化に対応できる、基本的知識・技
能の修得の証となる「ビジネス実務士(N)」と「情報処理士(N)」は、情報ビジネス学科におけ
る「基礎的資格」と位置づけています。

ほかにも、以下のような資格取得や検定合格を目指して、積極的に受験してください。

＜IT 分野＞ ・ITパスポート試験（経済産業省 国家試験 情報処理推進機構）

・基本情報技術者試験（経済産業省 国家試験 情報処理推進機構）

・P検（ICTプロフィシエンシー検定試験）

・MOS（マイクロソフトオフィススペシャリスト）（オデッセイコミュニケーションズ）

・インターネット検定ドットコムマスター（NTTコミュニケーションズ）

・サーティファイ（Word、Excel、C、Java）（サーティファイ）

・日商PC検定試験（文書作成）（日本商工会議所）

・日商PC検定試験（データ活用）（日本商工会議所）

＜ビジネス分野＞・サービス接遇検定（実務技能検定協会）

・秘書検定（実務技能検定協会）

・ビジネス文書検定（実務技能検定協会）
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・ビジネス実務マナー検定（実務技能検定協会）

・簿記検定（日本商工会議所）

・メディカルクラーク（医療事務技能�査試験）（日本医療教育財団）

・ドクターズクラーク（医療事務作業補助技能認定試験）（日本医療教育財団）

・ケアクラーク技能認定試験（日本医療教育財団）

＜デザイン分野＞・DTPエキスパート認証試験（日本印刷技術協会）

・カラーコーディネーター検定試験（東京商工会議所）

・MUD教育検定（メディア・ユニバーサルデザイン協会）

・WEB検定WEBアソシエート（全日本能率連盟）

＜語学＞・実用英語検定（日本英語検定協会）

・TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会）

８．教育方法の特色

情報ビジネス学科では教育目標達成のため、以下の点に留意した教育を展開しています。

（１）コンピュータネットワークを活用した先進的教育環境の整備
キャンパス内のコンピュータ・ネットワークと充実したサーバ環境を活用し、学生各自
所有のノートパソコンからインターネット接続、コラボレーション（共同作業）が可能
です。また、デザイン教育のためには専用のMacintosh 制作環境を提供しています。 

（２）実務・実習を重視する教育
社会において即戦力となるための知識や技能は、机上の学習だけではなく体験を通して
獲得できるものです。そこで、「ビジネス実務演習Ⅰ、Ⅱ」「会話コミュニケーション」
など、実社会に即した教育を行っています。

（３）インターンシップ（企業実習）の開講
「実務・実習を重視する教育」の場はキャンパス内にとどまりません。
インターンシップは、社会人になる前に実際の企業において職業体験を行い、組織・企
業の一員としての責任と組織のあり方などを自覚することを目的とした科目です。受入
先の企業研究、実習の心得などの事前指導を経て、１年次の夏期休業期間中や春期休業
期間中に５日間の企業実習を行い、単位を取得します。
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（４）実社会で役立つ資格取得の促進
「秘書検定」や「サービス接遇検定」（主催：実務技能検定協会）など、実社会で役立
つと評価された資格の取得促進を図っています。
就職に際し、また実社会の実務において有力な武器となります。

（５）ゼミナールⅠの指導教授制
2年次においては、少人数の指導教授制による「ゼミナールⅠ」を設け、教員とのコミ
ュニケーションを密にし、専門知識をより深く身につけます。また、「ゼミナールⅠ」
の指導教員が個別面談や就職サポートなども担当します。

（６）外部講師の招聘
様々な専門分野で活躍されている学外の先生や、経済界、マスコミ、デザイナー、編集
者など社会の第一線にいる方々、実社会で活躍している本学の卒業生などをゲストスピ
ーカーとして招き、授業を実施します。

（７）学外での授業
地域の企業や団体と連携し、ホームページ制作やポスター・パンフレット制作等の各種
デザイン制作を、授業内だけでなく課外でも行い、実践力を養います。
１年次に、ボランティアや地域連携プロジェクトに１件以上は参加することが望ましい
ので、積極的に参加して下さい。

９．履修方法  ＊詳細は「教務・履修ガイド」を参照してください

（１）情報ビジネス学科の進級・卒業の要件

①．進級の要件は、単位数 20単位以上です。

②．卒業の要件は、単位数 68単位以上です。

卒業に必要な単位数

教養教育科目 専門教育科目

必 修 12単位 必 修 18単位

選 択 2単位以上 選 択 36単位以上

合計68単位以上
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（２）履修できる学年について
情報ビジネス学科は、年次開講制です。２年次開講科目を１年次に履修することはでき
ません。ただし、一部に「１年次科目だが２年次に履修することができる」または「１・
２年次のどちらでも履修できる」という科目があります。

（３）授業時間について
授業時間（１コマ）は90 分です。

◆福島駅前キャンパス
１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

9:40～11:10 11:20～12:50 13:40～15:10 15:20～16:50 17:00～18:30

◆宮代キャンパス
１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:10～17:40

（４）科目の選択方法
①．取得単位数の目安
卒業するためには、必要な単位数以上を履修しなければなりませんが、１年間の合計履
修単位数は、おおむね50単位以下にしてください。卒業までの2年間で76単位以上
を履修するように計画すると良いでしょう。

②．必修科目について
「必修科目」は、情報ビジネス学科の教育目標達成のため必ず履修しなければならない
科目、卒業のためにその単位の取得を義務付けている科目です。１科目でも履修してい
ないと卒業できなくなりますので、十分注意してください。

③．選択科目について
「選択科目」は、皆さんが自由に選んで履修することができる科目です。何科目選択す
るかは、皆さんの自由です。ただし、オリエンテーション時に希望専門領域や、取得し
たい資格との関係で「履修しておいた方が望ましい科目」と説明されている場合には、
履修するようにしてください。
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10．語学教育

情報ビジネス学科では、ビジネス社会で必要とされる外国語能力を身につけるため、１年次
に「英会話」、2年次に「英語リーディング」を開講します。

＊「英語リーディング」は１年次にも履修することができます。

11．クラスセミナー

「クラスセミナー」では、様々な行事の指導、学内外で実施される各種検定の案内、キャリ
ア支援、就職対策の学力向上講座など、通常授業とは異なる視点から、実社会を見据えた実践
的内容の演習・セミナーの時間を設けています。
このクラスセミナーは履修の単位に数えられることはありませんが、皆さんが将来実社会に
入っていくための準備をする、重要な時間として受け止め、必ず参加してください。

12．各種研修

キャンパスを離れ、実体験を通じて教室では得ることのできない学習機会を皆さんに提供す
ることを目的に、本学では国内、国外での研修を実施しています。
国内研修の内容としては、企業や施設見学、坐禅研修などがあります。
国外研修では、他の国の人々との対話、異なった風習・習慣の中での生活、学外での教員と
の交流などの体験により、人間形成の一助となる「国際理解」を大いに深めることになるでし
ょう。
皆さんが本学を卒業し、就職した後の日常を考えますと、自分のみならず、上司や会社幹部
の国内外出張の段取り（日程作成、切符やホテルの手配、旅行代理店との打ち合わせなど）の
ため、旅行に関わるさまざまな業務に携わることが想像できます。このような観点から研修旅
行に参加することも大変有益で、一層高い学習効果を得られることでしょう。

＊「国際理解演習」は、新型コロナウイルスの影響により2022年度は休講です。
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13．地域連携

地域住民とのつながりを持つことは皆さんが地域の皆様に育てられ、また逆に地域に貢献す
る機会となります。授業「地域創生演習」や「ゼミナールⅡ」での実践活動、地域の企業や商
店・イベントのポスター制作・ホームページ制作、学友会を中心とした清掃活動、福島市の代
表的なお祭りであるわらじ祭をはじめ、七夕祭、稲荷神社例大祭など各種イベントへの参加が
あります。積極的に参加し、地域との連携を深めましょう。

14．表 彰

本学では学則によって、学業優秀かつ人格に優れ、他の学生の模範となる学生を、学長が学
長賞により表彰します。情報ビジネス学科では、学業、人格共に優れ模範となる学生に対して、
学科長が以下の表彰をします。
⑴ 「千葉記念賞」
⑵ 「情報ビジネス学科長表彰」

その他に、成績優秀な全国大学実務教育協会認定の資格認定者には「全国大学実務教育
協会会長賞」の表彰授与があります。（※資格申請者が30名以上の年度のみ）
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15．成績評価とGPAについて ＊令和４年度入学生から適用

（１）成績評価

単位を取得するためには、履修した科目の成績評価を受けねばなりません。各科目の成績評価は、
１００点を満点とし、６０点以上で単位認定、５９点以下は不認定となります。
素点と評価基準は以下のとおりです。

素点 評価記号 評価基準 GP

100～90 A+
際立って優れている。主題を全て理解し、広範な知識を持ち、
概念や方法を巧みに使いこなして高度な課題を遂行できる。 

4.0

89～80 A
優れている。主題のほとんどを理解し、必要な知識を持ち概
念や方法を適切に使って課題を遂行できる。

3.0

79～70 B
良好である。主題を十分理解し，問題・題材を扱うことが
できる。

2.0

69～60 C
最低限の基準に達している。主題の基本的な部分を理解し、
比較的簡単な問題を扱うことはできるので、より高度な学修
に進める状態である。

1.0

60 未満 D 最低基準を満たしていない。 0

欠格 欠格 出席が満たないもの 0

認定 認定
合否等により成績評価を行う授業科目
または、入学前や他大学等で修得した単位

－

不認定 不認定 合否等により成績評価を行う授業科目 －

成績評価は、A+、A、B、C、D 及び欠格で評価します。
ただし、この区分により難い科目については、「認定」または「不認定」で評価することがあり

ます。 また、本学に編入学／転入学／再入学した場合に、入学前に修得した科目については、本
学のカリキュラムと照らし合わせて認定します。

成績評価の点数は、前期および後期の中間試験、期末試験、レポート、作品、実技、小テスト、
小論文、出席状況など、担当教員の定めるところにより行われます。その方法は、各科目の授業計
画に記載されていますので確認してください。



情報ビジネス学科 シラバス（授業計画）2023 

（２）GPA(Grade Point Average)制度とは
ＧＰＡは、学期末に算出する「学期GPA」と、卒業時の「累積GPA」があります。
素点×GPの和を、履修登録科目の単位数の合計で割って算出します。（小数点第２位未満は四捨
五入します。また、正規の手続きを経て履修放棄した科目や、認定科目は含めません）

次に計算例を示します。

科目名 単位数 素点 評価 GP 素点ＸGP ＧＰＡ

初年次教育 1 認定 認定 － －

66.3
経営概論 ４ 95 A+ 4.0 380

色彩学 2 50 D 0 0

英会話 ２ 75 B 2.0 150

「初年次教育」は、認定科目なので計算には入れません。
他の３科目の単位数合計が8単位、素点ＸGPの合計が530ですので、ＧＰＡは530÷8＝66.25
小数点第２位未満を四捨五入して66.3 点となります。
なお、欠格科目と D評価科目は、次年度再履修することができ、再履修の試験結果がその科目
の成績となります。

16．学業成績評価の共通基準について

遅刻・早退・欠席による減点

遅刻・早退1回につき1点減点、欠席1回につき３点減点とする。
ただし、次の場合の遅刻または欠席は減点の対象とはしない。なお、該当学生は該当項について「事
由書」を文書（書式自由）で、事前に判明した場合は事前に、当該授業後の場合は事後に各授業担
当教員に提出するものとする。

①学内外における本学所定の実習に参加する場合
②学校保健安全法の規定に基づく学長による出席停止の指示に従う場合
③裁判員制度による裁判員に選任された場合
④就職試験や面接を受験する場合
⑤公共交通機関の遅延や運休による場合
⑥悪天候または事故等によりやむを得ない場合
⑦親族の不幸等やむを得ない場合



情報ビジネス学科 シラバス（授業計画）2023 

欠格

定められた授業回数の3分の 1を超える回数を欠席した場合は、前号①から⑦までの場合を含めて
欠格とし、期末試験への出席を認めず、単位認定は行わないものとする。

（以上）



2022年4月

1年 2年 必修 選択 必修 選択

建学の精神を学び、
豊かな心を育てる科目

初年次教育 講義 1 ● 8

文章表現 講義・演習 4 ● 30

会話ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 演習 2 ● 30

時事問題研究 講義 2 ● 15

消費者行動 講義 2 15

英会話 演習 2 30 1年次科目であるが、2年次で新規履修を認める。

英語リーディング 演習 2 30 2年次科目であるが、1年次での履修を認める。

中国語会話 演習 2 30 1年次科目であるが、2年次で新規履修を認める。

国際理解演習 演習 ー 海外演習旅行を含む。1、2年次いずれでも履修可。

身体活動を通じて健康な心
と体を養う科目

体育実技 実技 1 ● 20

ビジネス実務総論 講義 4 ● 30 領域1

経営概論 講義 4 ● 30 領域2 領域2

ビジネス実務演習Ⅰ 演習 2 30 領域3

ビジネス実務演習Ⅱ 演習 2 30 領域3

人間関係論 講義 4 30 領域2 領域2

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習 演習 2 30

地域創生演習 演習 2 30

秘書実務演習 演習 2 30 領域1

イベントプランニング 講義 2 15

マーケティング論 講義 2 15 領域2

データ分析と統計 講義 2 15

情報科学 講義 2 ● 15 領域1

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習Ⅰ 演習 2 ● 30 領域1 領域2

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習Ⅱ 演習 2 ● 30 領域1 領域1

コンピュータ応用演習 演習 2 ● 30 領域1

ウェブデザイン 講義 4 30

プログラミング演習 演習 1 15 領域1

データベース演習 演習 1 15

情報管理論 講義 4 30 領域1

マルチメディア演習 演習 2 30 領域3

医療事務Ⅰ 演習 2 30

医療事務Ⅱ 演習 2 30

医療事務Ⅲ 演習 2 30

簿記会計基礎 演習 2 30 1年次科目であるが、2年次で新規履修を認める。

簿記会計応用 演習 30 1、2年次いずれでも履修可。

ITシステム論Ⅰ 講義 4 30 領域1

ITシステム論Ⅱ 講義 2 15

ITパスポート特講 演習 1 15

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅰ 演習 4 60 1年次科目であるが、2年次で新規履修を認める。

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅱ 演習 4 60

ウェブデザイン演習Ⅰ 演習 2 30 1年次科目であるが、2年次で新規履修を認める。

ウェブデザイン演習Ⅱ 演習 2 30

ウェブ動画制作Ⅰ 演習 15 1、2年次いずれでも履修可。

ウェブ動画制作Ⅱ 演習 15 1、2年次いずれでも履修可。

キャラクターイラスト演習 演習 1 15

色彩学���������������� 講義 2 15

空間リノベーション演習 演習 1 15

CAD演習 演習 2 30

インターンシップリテラシー 講義 2 ● 15 領域2

インターンシップⅠ 演習 － 領域3 領域3 企業実習

インターンシップⅡ 演習 1 － 領域3 領域3 企業実習

ゼミナールⅠ 演習 4 30

ゼミナールⅡ 演習 4 30 領域2 領域2

必

修
必修

選

択
選択

計 計

合

計

ビジネス実務能力を
身につける科目

情報理論とスキルを
身につける科目

自分で作る・表現する力を
育てる科目

専

�

門

�

教

�

育

�

科

�

目

2

社会人として求められる教
養知識を身につける科目

2

1

社会と関わりながら
実践する力を養う科目

1

資格取得を目指す科目

1

備����考

2022年度入学�情報ビジネス学科教育課程表

教育方針 授業科目名称 講義･演習
実習の別

履修年次
及び単位 必修

科目

話す、聞く、伝える力を育て
る科目教

養

教

育

科

目

ビジネス実務士 情報処理士

取得にかかわる単位 取得にかかわる単位

●
2単位以
上
必修

授業
回数

卒業に必要な単位数 資格 資格取得に必要な単位数

教養教育科目 専門教育科目 ビジネス実務士

必修：すべて（領域1~3）
選択：領域1~3から計10単位以上
＜必修・選択�合計16単位以上＞

情報処理士

必修：すべて（領域1~3）
選択：領域1~3から計10単位以上
＜必修・選択�合計16単位以上＞

68単位以上

2単位以上 36単位以上

12単位 18単位

14単位以上 54単位以上



情報ビジネス学科 カリキュラムツリー 2022年4月入学生向け

情報ビジネス学科の
教育目標：

科な能可択選もでらちどの年２・１⇒）＊（　、目科講開年通⇒)通(　、目科講開期半⇒）半（ ／考 備

情報科学（半）

コンピュータ基礎演習Ⅰ（半）

コンピュータ基礎演習Ⅱ（半）

文章表現（通）

会話コミュニケーション（通）ビジネス実務総論（通） ビジネス実務演習Ⅰ（通）

初年次教育（半）

体育実技（通）

コンピュータ応用演習（通）

地域創生演習（通）

ゼミナールⅡ（通）

インターンシップⅠ（前）＊

インターンシップリテラシー（前）

中国語会話（通）

プレゼンテーション演習（通）

インターンシップⅡ（後）

ゼミナールⅠ（通）

ビジネス実務演習Ⅱ（通）

秘書実務演習（通）

イベントプランニング（半）

マーケティング論（半）

簿記会計応用（通）＊）

データ分析と統計（半）

医療事務Ⅲ（通）

消費者行動（半）

ＣＡＤ演習（通）

グラフィックデザイン演習Ⅱ（通）

ウェブデザイン演習Ⅱ（通）

キャラクターイラスト演習（半）

IT システム論Ⅰ（通）

データベース演習（半）

IT システム論Ⅱ（半）

IT パスポート特講（半）

プログラミング演習（半）

英会話（通）

色彩学（半）

ウェブデザイン（通）

医療事務Ⅰ（半）

医療事務Ⅱ（半）

簿記会計基礎（通）

情報ビジネス学科は、地域社会が求めるコミュニケーション能力、ITスキル、ビジネスマナー、
職業意識、基礎学力、課題解決能力を身に付けた人材を育成します。

DP1
総合力
人間や文化について
幅広い知識を身につ
け、広い視野から理
解することができる
思考力・判断力

DP2
問題発見・解決力
地域社会に関心を持
ち、課題を見つけ出
して解決に取り組む
ことができる関心・
意欲・態度

DP3
構想・構築力
新たな問題を言語化
またはモデル化し、
それに対する分析や
提案をおこない、論
理的に説明する力

DP4
コミュニケーション力
ビジネスゴールの達
成のために、多様な
年齢層・立場の相手
と円滑にコミュニケ
ーションする力

DP5
実践力
専門性を実践するた
めに必要な知識・能
力・技能

学
位
授
与
の
方
針（D

P

）

２
年
次
開
講
科
目

１
年
次
開
講
科
目

経営概論（通）

■ビジネス系総合力科目

時事問題研究（半）

■ビジネス系基礎科目

■地域創生系科目 ■クリエイティブ系スキル修得科目

■ビジネス系資格取得科目

■ビジネス系資格取得科目

■情報系資格取得科目

■情報系資格取得科目

■情報系スキル修得科目

■情報系スキル修得科目

■企業実習

ウェブデザイン演習Ⅰ（通）

ウェブデザイン（通）グラフィックデザイン演習Ⅰ（通）

ウェブデザイン（通）ウェブ動画制作Ⅰ（半）＊

ウェブデザイン（通）ウェブ動画制作Ⅱ（半）＊

■クリエイティブ系スキル修得科目

■実習・地域創生系科目

■初年次教育／生涯体育

■ビジネス系応用科目

人間関係論（通）

英語リーディング（通）＊

■コミュニケーション力科目

■コミュニケーション力科目

■ビジネス系応用科目

■ビジネスとコミケーションの基礎科目

マルチメディア演習（通）

情報管理論（通）

■情報系総合力科目

■情報系基礎科目

■クリエイティブ系基礎科目

国際理解演習（海外旅行）（＊）

■海外研修



2022年度入学生向け　情報ビジネス学科ナンバリングコード表

1年 2年

初年次教育 講義 1 ● 2I-100R

文章表現 講義・演習 4 ● 2I-101R

会話ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 演習 2 ● 2I-102R

体育実技 実技 1 ● 2I-103R

英会話 演習 2 2I-104SR

中国語会話 演習 2 2I-105SR

国際理解演習 演習 2I-106

英語リーディング 演習 2I-107SR

時事問題研究 講義 2 ● 2I-200R

消費者行動 講義 2 2I-201

ビジネス実務総論 講義 4 ● 2I-150R

情報科学 講義 2 ● 2I-151R

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習Ⅰ 演習 2 ● 2I-152R

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習Ⅱ 演習 2 ● 2I-153R
インターンシップリテラシー 講義 2 ● 2I-154R

ビジネス実務演習Ⅰ 演習 2 2I-155

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習 演習 2 2I-156

ウェブデザイン 講義 4 2I-157

プログラミング演習 演習 1 2I-158

医療事務Ⅰ 演習 2 2I-159

医療事務Ⅱ 演習 2 2I-160

簿記会計基礎 演習 2 2I-161

簿記会計応用 演習 2I-162

ITシステム論Ⅰ 講義 4 2I-163

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅰ 演習 4 2I-164

ウェブデザイン演習Ⅰ 演習 2 2I-165

色彩学　 講義 2 2I-166

ウェブ動画制作Ⅰ 演習 2I-167

ウェブ動画制作Ⅱ 演習 2I-168

インターンシップⅠ 演習 2I-169

インターンシップⅡ 演習 1 2I-170

経営概論 講義 4 ● 2I-250R

コンピュータ応用演習 演習 2 ● 2I-251R

ビジネス実務演習Ⅱ 演習 2 2I-252

人間関係論 講義 4 2I-253

地域創生演習 演習 2 2I-254

秘書実務演習 演習 2 2I-255

イベントプランニング 講義 2 2I-256

マーケティング論 講義 2 2I-257
データ分析と統計 講義 2 2I-258
データベース演習 演習 1 2I-259
情報管理論 講義 4 2I-260
マルチメディア演習 演習 2 2I-261
医療事務Ⅲ 演習 2 2I-262
ITシステム論Ⅱ 講義 2 2I-263
ITパスポート特講 演習 1 2I-264
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅱ 演習 4 2I-265
ウェブデザイン演習Ⅱ 演習 2 2I-266
キャラクターイラスト演習 演習 1 2I-267
空間リノベーション演習 演習 1 2I-268
CAD演習 演習 2 2I-269
ゼミナールⅠ 演習 4 2I-270
ゼミナールⅡ 演習 4 2I-271

授業科目名称

履修年次
及び単位 必修

科目
科目コード

講義･演習
実習の別

2

2

2

1

1

1
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